
は
じ
め
に

泌
尿
器
科
は
、
主
に
尿
路
と

男
性
生
殖
器
に
関
連
す
る
多
様

な
病
態
を
取
り
扱
う
専
門
診
療

科
で
す
。
従
っ
て
泌
尿
器
科
医

に
は
、
医
師
と
し
て
の
基
本
的

能
力
に
加
え
て
、
数
多
く
の
経

験
、
技
術
、
知
識
と
、
よ
り
高

い
倫
理
性
が
要
求
さ
れ
ま
す
。

日
本
泌
尿
器
科
学
会
の
専
門
医

制
度
規
約
に
は
、
「
こ
の
制
度

は
泌
尿
器
科
学
の
進
歩
に
即
応

し
て
、
泌
尿
器
科
臨
床
の
健
全

な
発
展
普
及
を
促
し
、
高
度
の

知
識
と
技
術
を
修
得
し
た
臨
床

医
の
養
成
を
図
り
、
国
民
の
健

康
増
進
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目

的
と
す
る
。
」
と
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
規
約
に
書
か
れ

た
基
本
的
な
目
的
は
今
後
も
変

わ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

泌
尿
器
科
専
門
医
に
求
め
ら
れ

る
知
識
と
技
術
の
水
準
は
、
時

代
の
変
化
に
応
じ
て
変
わ
り
ゆ

く
も
の
で
す
。
現
在
進
め
ら
れ

て
い
る
専
門
医
制
度
の
改
革
で

は
、
中
核
病
院
に
あ
た
る
施
設

に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
独
自
の

研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作
成
が
必

要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
京
都
大

学
医
学
部
泌
尿
器
科
学
教
室
で

は
、
２
０
０
６
年
に
独
自
の
専

門
医
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成

し
、
そ
の
後
10
年
間
、
本
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
よ
る
専
門
医
教
育
を

続
け
て
き
ま
し
た
。
こ
の
場
を

借
り
て
、
そ
の
内
容
を
紹
介
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
２
年
間

の
卒
後
臨
床
研
修
（
初
期
研
修

＋
後
期
研
修
）
を
終
了
し
た
後

に
、
泌
尿
器
科
医
を
め
ざ
す
医

師
を
対
象
と
し
た
も
の
で
、
京

都
大
学
医
学
部
附
属
病
院
お
よ

び
そ
の
関
連
施
設
に
お
け
る
計

４
年
間
の
専
門
医
教
育
の
具
体

的
内
容
を
定
め
た
も
の
で
す
。

最
終
年
度
に
は
、
日
本
泌
尿
器

科
学
会
が
認
定
す
る
泌
尿
器
科

専
門
医
の
資
格
が
得
ら
れ
る
よ

う
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
運
営
し
て

い
ま
す
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施

組
織
と
し
て
、
京
都
大
学
医
学

部
泌
尿
器
科
を
管
理
元
お
よ
び

実
施
の
拠
点(

セ
ン
タ
ー
病
院)

と
し
、
そ
れ
に
複
数
の
参
加
施

設
を
加
え
た
専
門
医
教
育
機
構

が
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
す
る

と
い
う
も
の
で
す
。
プ
ロ
グ
ラ

ム
参
加
者
に
は
、
４
年
間
で
の

到
達
目
標
を
示
し
た
冊
子
を
渡

し
ま
す
（
図
１
）
。
冊
子
に
は

評
価
シ
ー
ト
が
付
属
し
て
お
り
、

決
め
ら
れ
た
時
期
に
、
参
加
者

の
自
己
評
価
表
と
指
導
医
の
評

価
表
を
提
出
し
て
も
ら
い
ま
す
。

冊
子
に
は
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
参

加
ま
で
に
習
得
し
て
お
く
べ
き

事
項
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
中
に
経

験
す
べ
き
疾
患
と
そ
の
内
容
、

経
験
す
べ
き
泌
尿
器
科
手
術
と

手
術
件
数
が
、
そ
れ
ぞ
れ
詳
し

く
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
詳
し

い
内
容
に
つ
い
て
は
、
当
教
室

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く

だ
さ
い
。(

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
u
r

o
l
o
g
y
.
k
u
h
p
.
k
y
o
t
o
-
u
.
a
c
.

j
p
/
m
e
d
i
c
/
e
d
u
c
a
t
i
o
n
/
e
d

u
c
a
t
i
o
n
.
h
t
m
l
)

研
修
の
方
法
と
そ
の
評
価

研
修
期
間
は
原
則
と
し
て
４

年
間
（
前
期
２
年
、
後
期
２
年
）

で
あ
り
、
そ
の
う
ち
少
な
く
と

も
１
年
以
上
は
京
都
大
学
医
学

部
附
属
病
院
で
の
研
修
を
必
須

と
し
て
い
ま
す
（
図
２
）
。

研
修
病
院
に
お
い
て
指
導
医

に
は
以
下
の
教
育
機
会
を
提
供

す
る
義
務
を
課
し
て
い
ま
す
。

●

週
１
回
以
上
の
ク
リ
ニ

カ
ル
ラ
ウ
ン
ド

●

週
１
回
以
上
の
症
例
検

討
会(

画
像
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

を
含
む)

●

月
１
回
以
上
の
抄
読
会

も
し
く
は
セ
ミ
ナ
ー(

Ｃ
Ｐ
Ｃ

を
含
む)

●

年
１
回
以
上
の
泌
尿
器

科
学
会
提
供
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
へ
の
参
加

●

年
２
回
以
上
の
泌
尿
器

科
関
連
学
会(

単
位
認
定
学
術

集
会)

参
加

●

４
年
間
で
１
編
以
上
の

臨
床
論
文
作
成(

症
例
報
告
を

含
む)

計
25
施
設
（
京
都
大
学
医
学
部

附
属
病
院(

セ
ン
タ
ー
施
設)

、

京
都
市
立
病
院
、
京
都
医
療
セ

ン
タ
ー
、
京
都
桂
病
院
、
康
生

会
武
田
病
院
、
医
仁
会
武
田
総

合
病
院
、
洛
和
会
音
羽
病
院
、

北
野
病
院
、
大
阪
赤
十
字
病
院
、

高
槻
赤
十
字
病
院
、
関
西
電
力

病
院
、
神
戸
市
立
中
央
市
民
病

院
、
西
神
戸
医
療
セ
ン
タ
ー
、

公
立
豊
岡
病
院
、
姫
路
医
療
セ

ン
タ
ー
、
滋
賀
県
立
成
人
病
セ
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ン
タ
ー
、
大
津
市
民
病
院
、

大
津
赤
十
字
病
院
、
天
理
よ

ろ
ず
相
談
所
病
院
、
日
本
赤

十
字
社
和
歌
山
医
療
セ
ン
タ
ー
、

浜
松
労
災
病
院
、
静
岡
県
立

総
合
病
院
、
静
岡
市
立
静
岡

病
院
、
島
田
市
民
病
院
、

倉
敷
中
央
病
院
）
が
、
本

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
け
る
専
門

医
教
育
機
構
と
し
て
参
加
し

て
い
ま
す
。

↗

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
状
況
と

終
了
後
の
キ
ャ
リ
ア
パ
ス

２
年
間
の
卒
後
臨
床
研
修
の

間
に
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の

評
価
は
前
期
終
了
時
の
中
間

評
価
と
後
期
終
了
時
の
最
終

評
価
の
２
回
を
原
則
と
し
、

外
部
機
関
で
あ
る
評
価
委
員

会
が
評
価
し
ま
す
。
中
間
評

価
は
後
期
研
修
の
た
め
の
参

考
資
料
と
し
て
利
用
し
ま
す
。

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
終
了
に
は
、

日
本
泌
尿
器
科
学
会
認
定
の

専
門
医
資
格
を
取
得
す
る
こ

と
を
必
須
と
し
て
い
ま
す↗

参
加
登
録
を
行
い
ま
す
。

参
加
希
望
者
は
、
京
都
大
学

医
学
部
泌
尿
器
科
学
教
授

（
小
川

修
）
に
よ
る
面

接
を
受
け
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
選
ん
だ
動
機
、
実
際
に
研

修
を
受
け
る
病
院
の
希
望
、

思
い
描
く
将
来
の
キ
ャ
リ
ア

パ
ス
な
ど
を
聴
取
し
ま
す
。

研
修
先
は
、
卒
後
臨
床
研
修

を
行
っ
た
病
院
に
な
る
場
合

も
あ
れ
ば
、
京
都
大
学
医
学

部
附
属
病
院
を
含
め
た
そ
れ

以
外
の
病
院
に
な
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。
各
評
価
を
パ
ス

し
、
４
年
間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
終
了
し
た
後
は
、
２
～

３
年
の
臨
床
経
験
を
重
ね
な

が
ら
、
個
々
に
コ
ー
ス
を

選
び
ま
す
。
大
き
く
は
、p

h
y
s
i
c
i
a
n
-
s
c
ie

n
t
i
s
t

養
成

の
た
め
の
大
学
院
・
留
学
コ
ー

ス
と
、s

u
b
s
p
e
c
i
a
l
i
t
y

養

成
の
た
め
の
臨
床
発
展
コ
ー

ス
に
分
か
れ
ま
す
（
図
２
）
。

大
学
院
・
留
学
コ
ー
ス
で
は
、

大
学
院
生
と
し
て
泌
尿
器
科

学
に
関
わ
る
基
礎
研
究
を
４

年
間
行
い
、
学
位
を
取
得
し

ま
す
。
希
望
に
応
じ
て
２

～
３
年
間
の
海
外
研
究
室
へ

の
留
学
も
可
能
で
す
。
ま
た
、

臨
床
発
展
コ
ー
ス
で
は
、

例
え
ば
腎
移
植
、
男
性
不
妊
、

小
児
泌
尿
器
と
い
っ
たs

u
b
s

p
e
c
i
a
l
i
t
y

の
考
え
方
を
学

び
た
い
、
体
腔
鏡
下
手
術
や

ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手
術
の
技
術

を
向
上
さ
せ
た
い
、
癌
治
療

医
と
し
て
の
知
識
を
増
や
し

た
い
、
な
ど
、
様
々
な
目

的
に
応
じ
た
研
修
が
可
能
で

す
。
そ
の
際
に
は
交
流
の
あ

る
他
大
学
と
連
携
し
、
積
極

的
な
人
材
交
流
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
海
外
の
病
院
で
の
見

学
も
可
能
で
す
。
こ
れ
ら
２

つ
の
コ
ー
ス
は
、
個
々
の

希
望
や
各
環
境
へ
の
適
応
に

応
じ
て
、
適
宜
変
更
が
可
能

で
す
。
最
終
的
に
は
、
大

学
病
院
や
関
連
病
院
で
臨
床

医
と
し
て
働
き
な
が
ら
基
礎

研
究
や
臨
床
研
究
を
続
け
て

い
く
場
合
も
あ
れ
ば
、s

u
b
s

p
e
c
i
a
l
i
t
y

を
生
か
し
て
医

院
を
開
業
す
る
場
合
も
あ
り
、

そ
の
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
は
様
々

で
す
。

お
わ
り
に

最
近
の
医
療
情
勢
の
中
で
、

「
高
度
の
知
識
と
技
術
を
修

得
し
た
臨
床
医
」
を
養
成
す

る
こ
と
は
大
変
難
し
く
、
そ

の
た
め
に
は
、
確
立
し
た
教

育
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
必
須

で
す
。
我
々
の
提
供
す
る
専

門
医
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
、

10
年
の
経
験
と
実
績
が
あ
り

ま
す
。
当
科
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
は
、
本
ロ
グ
ラ
ム
を
進

行
中
で
、
京
都
大
学
医
学
部

附
属
病
院
で
の
研
修
を
行
っ

て
い
る
医
員
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
掲
示
し
て
お
り
ま
す

（h
t
tp

:
//
w
ww
.
u
ro

l
og

y
.
k

u
h
p
.
k
y
o
t
o
-
u
.a

c
.
j
p
/
m
e
d
i

c/message/message.html

）
。

ま
た
、
実
際
に
教
育
を
担
当

し
て
い
る
京
都
大
学
医
学
部

泌
尿
器
科
ス
タ
ッ
フ
の
生
の

声
も
載
せ
て
い
ま
す
（h

t
t
p

://kyoto-urology.org/

）
。

我
々
の
医
局
の
雰
囲
気
を
少

し
で
も
感
じ
て
頂
け
れ
ば
幸

い
で
す
。

ま
た
、
２
０
１
７
年
度
か
ら

開
始
予
定
の
新
専
門
医
制
度

に
も
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
骨

子
と
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
申

請
し
て
い
ま
す
。
本
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
終
了
認
定
が
、
国
内

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
泌
尿
器
科

専
門
医
で
あ
る
と
い
う
評
価

と
な
る
よ
う
、
今
後
も
さ
ら

に
充
実
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
と

し
て
発
展
さ
せ
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
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【
教
室
の
沿
革
】

１
９
４
６
年
、
石
川
昌
義
初

代
教
授
が
着
任
し
た
奈
良
県

立
医
学
専
門
学
校
の
皮
膚
科

泌
尿
器
科
学
教
室
と
し
て
産

声
を
あ
げ
ま
し
た
。
１
９
６

３
年
に
泌
尿
器
科
学
教
室
と

し
て
独
立
し
て
以
来
、
多
く

の
泌
尿
器
科
専
門
医
を
排
出

し
、
こ
れ
ま
で
に
同
門
会
員

１
８
７
名
と
奈
良
・
大
阪
・

三
重
に
28
関
連
施
設
（
常
勤

医
85
名
）
を
擁
す
る
教
室
に

発
展
し
て
い
ま
す
。

【
診
療
・
教
育
・
研
究
の
姿

勢
】

「
自
分
の
親
な
ら
、
子
供

な
ら
ど
う
す
る
」
が
診
療
の

モ
ッ
ト
ー
。
泌
尿
器
腫
瘍
、

排
尿
障
害
、
透
析
医
療

・

腎
移
植
（
２
０
０
件
超
）
、

小
児
泌
尿
器
疾
患
、
副
腎
・

副
甲
状
腺
外
科
、
女
性
泌
尿

器
科
、
放
射
線
治
療
（
前

立
腺
癌
の
小
線
源
療
法
は
８

０
０
件
超
）
、
腹
腔
鏡
・

ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
内
視
鏡
外
科

な
ど
、
幅
広
い
臨
床
力
の
充

実
で
す
。
研
究
面
で
は
泌
尿

器
腫
瘍
や
排
尿
障
害
、
腎
不

全
・
移
植
領
域
の
研
究
を
中

心
に
、
「
良
い
ア
イ
デ
ア

は
必
ず
実
行
し
、
そ
の
成
果

を
世
に
問
う
」
、
伝
統
を

継
承
し
な
が
ら
自
分
た
ち
の

求
め
る
医
療
が
行
え
る
よ
う
、

「
物
づ
く
り
」
を
目
標
に

医
工
連
携
事
業
（
癌
の
光
力

学
診
断
機
器
や
排
尿
に
関
す

る
無
拘
束
生
体
機
能
測
定
器

の
開
発
）
に
も
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
教
育
に
関
し
て
は
、

自
由
闊
達
な
雰
囲
気
の
中
、

質
実
剛
健
を
是
と
し
て
い
ま

す
。
医
学
教
育
は
「
高
度

な
知
識
と
技
能
を
習
得
す
る

専
門
職
業
教
育
」
と
考
え
ま

す
。
豊
か
な
感
性
と
考
え
る

力
を
育
て
、
さ
ら
に
チ
ー

ム
医
療
に
必
須
で
あ
る
協
調

性
と
自
立
心
を
育
て
る
こ
と

が
重
要
で
す
。
多
く
の
こ
と

を
経
験
し
、
そ
の
上
で
自
己

研
鑽
と
生
涯
学
習
を
実
践
で

き
る
能
力
を
獲
得
し
ま
す
。

【
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
】

４
年
間
の
専
門
医
育
成
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
よ
り
、
初
年
度
と

４
年
目
は
大
学
、
２
・
３
年

目
は
症
例
豊
富
な
基
幹
施
設

で
研
修
を
受
け
ま
す
。
初
年

度
は
泌
尿
器
科
医
と
し
て
の

臨
床
の
基
本
を
習
得
、
２
年

目
以
降
は
体
腔
鏡
手
術
を
含

め
た
泌
尿
器
科
手
術
の
術
者

を
務
め
ま
す
。
症
例
に
偏
り

が
な
い
よ
う
配
慮
し
、
２
・

３
年
目
の
研
修
施
設
を
決
め

ま
す
。
４
年
目
は
ジ
ュ
ニ

ア
レ
ジ
デ
ン
ト
と
共
に
指
導

医
に
向
け
た
経
験
も
積
み
、

泌
尿
器
科
専
門
医
を
取
得
し

ま
す
。
さ
ら
に
透
析
医
学
、

排
尿
機
能
、
小
児
泌
尿
器
科

な
ど
各
学
会
の
専
門
医
、
が

ん
治
療
や
腹
腔
鏡
技
術
の
認

定
医
を
目
指
し
ま
す
。

【
様
々
な
進
路
選
択
】

現
行
の
臨
床
研
修
制
度
が
導

入
さ
れ
、
昨
年
度
ま
で
に
18

名
が
専
門
医
を
取
得
し
ま
し

た
。
臨
床
技
能
の
修
練
だ
け

で
な
く
臨
床
・
基
礎
研
究
に

も
積
極
的
に
関
わ
り
ま
す
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
終
了
後
は
、
希

望
に
応
じ
て
国
内
外
の
施
設

へ
の
留
学
や
大
学
院
進
学
な

ど
、
多
彩
な
進
路
選
択
が
可

能
で
す
。
勤
務
先
の
希
望
や

将
来
の
開
業
も
教
室
の
人
事

委
員
会
が
支
援
し
ま
す
。
大

切
な
こ
と
は
、
「
医
局
は

医
局
員
の
た
め
の
も
の
」
で

あ
り
、
お
互
い
の
幸
福
を
追

求
・
支
援
す
る
場
で
あ
る
こ

と
で
す
。

【
研
究
テ
ー
マ
】

①
泌
尿
器
腫
瘍
学

○
尿
路
上
皮
癌

・
遺
伝
子
診
断
と
光
力
学

診
断
・
治
療

○
腎
細
胞
癌

・
腎
癌
特
異
抗
原
同
定
と

ペ
プ
チ
ド
ワ
ク
チ
ン
療

法
・
無
阻
血
腎
部
分
切
除
術

と
腎
機
能
評
価
法

・
分
子
標
的
薬
の
個
別
化

治
療

○
前
立
腺
癌

・
宿
主
の
環
境
要
因
の
疫

学
研
究

・
光
力
学
診
断

・
放
射
線
治
療
のQ

O
L

評

価
・
放
射
線
感
受
性
増
強

②
排
尿
障
害

・
下
部
尿
路
閉
塞
に
よ
る
過

活
動
膀
胱
の
発
生
機
序

・
夜
間
頻
尿
の
発
症
機
序
と

治
療

・
睡
眠
障
害
と
夜
間
頻
尿

③
血
液
浄
化
・
腎
移
植

・
血
液
浄
化
療
法
に
お
け
る

合
併
症
の
発
生
機
序

・
腎
の
慢
性
組
織
障
害
の
発

生
機
序
と
治
療

・
移
植
免
疫

④
尿
路
結
石
症
、
小
児
泌
尿

器
科
、
女
性
泌
尿
器
科

【
主
な
関
連
病
院
】

奈
良
県
立
医
科
大
学
、
奈
良

県
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
、

奈
良
県
西
和
医
療
セ
ン
タ
ー
、

県
立
五
條
病
院
、
市
立
奈
良

病
院
、
大
和
高
田
市
立
病
院
、

宇
陀
市
立
病
院
、
国
保
中
央

病
院
、
大
和
郡
山
病
院
、

済
生
会
奈
良
病
院
、
済
生
会

中
和
病
院
、
済
生
会
御
所
病

院
、
高
の
原
中
央
病
院
、

白
庭
病
院
、
阪
奈
中
央
病
院
、

柏
井
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
西
奈

良
中
央
病
院
、
高
井
病
院
、

奈
良
友
紘
会
病
院
、
平
尾
病

院
、
星
ヶ
丘
医
療
セ
ン
タ
ー
、

大
阪
回
生
病
院
、
多
根
総
合

病
院
、
大
阪
暁
明
館
病
院
、

森
ノ
宮
病
院
、
城
山
病
院
、

岡
波
総
合
病
院
、
松
阪
中
央

総
合
病
院
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奈
良
県
立
医
科
大
学

古
都
・
歴
史
の
誘
い
と
信
念
・
信
頼
に
基
づ
く

医
療
へ
の
挑
戦
！

『
自
分
の
親
な
ら
、
自
分
の
子
供
な
ら
ど
う
す
る
』
を

モ
ッ
ト
ー
に
、
人
の
出
会
い
を
大
切
に
し
ま
す
。



私
は
２
０
０
８
年
滋
賀
医

科
大
学
を
卒
業
後
、
同
付
属

病
院
に
て
２
年
間
初
期
研
修

を
開
始
し
ま
し
た
。

元
々
手
技
、
手
術
に
関
心
が

あ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、

医
師
を
始
め
た
と
き
に
は
泌

尿
器
科
は
全
く
志
望
科
に
入
っ

て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
同
期
の
医
師
の

勧
め
や
、
泌
尿
器
科
も
い
わ

ゆ
る
マ
イ
ナ
ー
外
科
で
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
研
修
の
選
択

期
間
に
泌
尿
器
科
を
選
択
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

研
修
で
は
泌
尿
器
科
の
多
種

多
様
な
手
術
に
ふ
れ
、
ま
た

経
尿
道
的
手
術
な
ど
は
指
導

の
下
で
早
期
か
ら
執
刀
す
る

機
会
が
得
ら
れ
、
泌
尿
器
科

手
術
の
奥
深
さ
を
実
感
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

指
導
医
の
先
生
の
診
療
へ
の

姿
勢
や
手
厚
い
指
導
に
感
銘

を
受
け
、
泌
尿
器
科
の
道
を

選
択
し
ま
し
た
。

実
際
、
泌
尿
器
科
と
し
て
仕

事
を
し
て
い
く
中
で
感
じ
る

こ
と
は
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
さ

で
す
。
例
え
ば
、
泌
尿
器

科
は
外
科
系
で
す
の
で
手
術

を
中
心
に
診
療
し
て
お
り
ま

す
が
、
外
来
診
療
や
透
視
処

置
、
ま
た
抗
癌
剤
治
療
な
ど

の
腫
瘍
内
科
的
治
療
も
あ
り
、

そ
れ
ら
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
合

わ
さ
っ
て
い
る
こ
と
で
、

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
維
持

し
な
が
ら
診
療
に
望
む
事
が

で
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、

ワ
ー
ク
・ラ
イ
フ
・バ
ラ
ン
ス

も
良
好
で
、
個
人
的
に
は
子

供
の
子
育
て
も
手
伝
い
な
が

ら
仕
事
を
続
け
る
こ
と
も
出

来
て
い
ま
す
。
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
は
生
活
の
基
盤
と
な
る
も

の
で
す
の
で
、
仕
事
を
継
続

す
る
上
で
重
要
に
な
り
ま
す
。

泌
尿
器
科
の
一
番
の
魅
力
は
、

そ
の
手
術
の
多
様
性
に
あ
り

ま
す
。

私
も
他
の
泌
尿
器
科
の
先
生

方
と
同
様
に
、
経
尿
道
的
手

術
か
ら
開
放
手
術
、
腹
腔
鏡

手
術
と
経
験
を
つ
む
機
会
を

得
ま
し
た
。
経
尿
道
的
手
術

で
得
た
コ
ツ
が
腹
腔
鏡
手
術

で
生
か
さ
れ
る
事
も
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
手
術
が
関
連
し

な
が
ら
上
達
し
て
い
く
の
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
卒
後
４
年
目
か
ら
は

宇
治
徳
洲
会
病
院
に
勤
務
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
そ
こ
で
ロ

ボ
ッ
ト
支
援
手
術(D

a
v
i
n
c

i
s
u
r
g
i
c
a
l

s
y
s
t
em

)

の
導

入
に
携
わ
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
助
手
を
経
て
、
比

較
的
若
い
年
次
か
ら
ロ
ボ
ッ

ト
手
術
の
執
刀
も
さ
せ
て
い

た
だ
く
機
会
に
も
恵
ま
れ
ま

し
た
。
ロ
ボ
ッ
ト
手
術
は

腹
腔
鏡
の
低
浸
襲
性
と
、
臓

器
に
よ
っ
て
は
開
放
手
術
以

上
のQ

u
a
l
i
t
y

を
両
立
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
る
魅
力
的
な

デ
バ
イ
ス
で
す
。
現
在
、

ロ
ボ
ッ
ト
手
術
で
保
険
適
応

と
な
っ
て
い
る
の
は
、
前

立
腺
全
摘
と
腎
部
分
切
除
の

泌
尿
器
科
手
術
だ
け
で
す
。

泌
尿
器
科
は
低
浸
襲
治
療
に

重
点
を
お
い
て
お
り
、
そ
れ

が
ロ
ボ
ッ
ト
手
術
と
い
う
最

先
端
技
術
に
ま
で
発
展
し
て

い
る
こ
と
は
泌
尿
器
科
医
と

し
て
の
楽
し
み
で
も
あ
り
、

患
者
さ
ん
の
負
担
を
減
ら
す

こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と

日
々
実
感
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。
滋
賀
医
科
大
学
泌
尿

器
科
で
は
、
河
内
明
宏
教
授

の
指
導
の
下
で
、
成
人
か
ら

小
児
領
域
ま
で
の
幅
広
い
腹

腔
鏡
手
術
も
行
っ
て
い
ま
す
。

臍
か
ら
の
単
孔
式
手
術
な
ど

疼
痛
だ
け
で
な
く
、
整
容
面

に
も
配
慮
を
し
た
手
術
の
確

立
に
努
め
て
い
ま
す
。
ま
た

指
導
に
も
力
を
入
れ
て
お
り
、

私
自
身
も
現
在
泌
尿
器
科
腹

腔
鏡
技
術
認
定
医
を
目
指
し
、

日
々
指
導
を
う
け
な
が
ら
、

手
術
ビ
デ
オ
で
の
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
や
ド
ラ
イ
ボ
ッ
ク

ス
で
の
練
習
に
励
ん
で
い
ま

す
。

是
非
、
初
期
研
修
の
間
に
泌

尿
器
科
を
選
択
し
て
い
た
だ

き
、
泌
尿
器
科
の
魅
力
や
泌

尿
器
科
医
の
先
生
方
の
熱
心

な
指
導
に
ふ
れ
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。
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滋
賀
医
科
大
学

仕
事
を
し
て
い
く
中
で
感
じ
る
こ
と
は
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
さ

滋
賀
医
科
大
学

泌
尿
器
科

永
澤
誠
之



診
療
科
の
特
徴

泌
尿
器
科
学
と
は
腎

尿
路

副
腎

後
腹
膜

男
性
生

殖
器
を
対
象
と
す
る
外
科
学

の
一
領
域
で
あ
り
、
欧
米
で

はD
e
p
a
r
tm

e
n
t

o
f

S
u
r
g
e
r

y
/

D
i
v
is

i
o
n

o
f

U
r
o
l
o
g

y

と
し
て
名
実
と
も
に
外
科

学
の
一
部
門
と
し
て
位
置
付

け
ら
れ
て
お
り
、
非
常
に
人

気
の
高
い
診
療
科
で
あ
る
。

日
本
で
は
泌
尿
器
科
学
講
座

はD
e
p
a
r
tm

e
n
t

o
f

U
r
o
l
o
g

y

と
し
て
独
立
し
て
存
在
し

て
い
る
。

非
常
に
幅
広
い
領
域
に
対
応

し
て
い
る
こ
と
が
日
本
の
泌

尿
器
科
学
の
最
大
の
特
色
で

あ
り
、
具
体
的
に
は
腫
瘍
学
、

前
立
腺
学
、
結
石
学
、
排

尿
機
能
、
内
視
鏡
学
、
手

術
学
な
ど
欧
米
と
共
通
す
る

分
野
の
他
に
腎
移
植
学
、
男

性
学(

ア
ン
ド
ロ
ロ
ジ
ー

婦
人
科
学
に
対
応
す
る)

、

内
分
泌
学
、
小
児
や
女
性
泌

尿
器
科
学
、
性
機
能
学
、

感
染
症
、
画
像
診
断
学
な
ど

に
対
応
し
て
い
る
。

手
術
に
関
し
て
も
非
常
に
バ

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
豊
富
で

で
、
短
い
時
間
で
終
了
す
る

前
立
腺
生
検
や
包
茎
手
術
と

い
っ
た
も
の
か
ら
、
手
術

時
間
が
10
数
時
間
に
及
ぶ
回

腸
利
用
新
膀
胱
や
後
腹
膜
リ

ン
パ
節
郭
清
術
、
下
大
静
脈

を
合
併
切
除
す
る
よ
う
な
腎

癌
の
手
術
な
ど
が
あ
り
、
臓

器
で
い
え
ば
上
は
副
甲
状
腺

か
ら
下
は
外
陰
部
、
鼠
蹊
部

ま
で
様
々
な
場
所
の
手
術
を

行
う
こ
と
が
で
き
る
。
手
技

の
面
で
も
回
腸
利
用
代
用
膀

胱
造
設
術
に
代
表
さ
れ
る
腸

管
を
縫
合
す
る
手
技
、
腎
移

植
に
代
表
さ
れ
る
血
管
縫
合

手
技
、
様
々
な
腹
腔
鏡
手
術
、

ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手
術
な
ど
多

岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。
日

本
で
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手
術
が

保
険
診
療
で
認
め
ら
れ
て
い

る
の
は
泌
尿
器
科
領
域
の
疾

患
の
み
で
あ
り
、
泌
尿
器
科

が
本
邦
で
の
こ
の
分
野
の
け

ん
引
役
を
担
っ
て
い
る
。

当
科
に
お
け
る
教
育
に
関

す
る
行
事
、
指
導
体
制

病
棟
で
は
２-

３
人
の
後

期
研
修
医
が
入
院
患
者
の
診

療
を
行
っ
て
お
り
、
入
院

患
者
の
診
療
を
通
じ
て
上
記

の
目
標
に
し
た
が
っ
て
研
修

を
行
う
。

各
病
棟
医
に
は
指
導
医

（
助
教
）
が
つ
い
て
お
り
、

研
修
医
の
直
接
指
導
は
指
導

医
が
中
心
と
な
っ
て
行
う
。

週
間
予
定
は
下
記
の
通
り
と

な
っ
て
い
る
。

・
月
曜基

礎
研
究
カ
ン
フ
ァ
レ

ン
ス

手
術
日

・
火
曜前

立
腺
生
検

放
射
線
科T

V

室
で
の
泌

尿
器
科
専
門
処
置

教
授
回
診

全
体
症
例
検
討
会

Ｔ
Ｓ
Ｃ
ボ
ー
ド

・
水
曜手

術
日

泌
尿
器
科
専
門
処
置

・
木
曜病

理
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス

・
金
曜手

術
日

泌
尿
器
科
専
門
処
置

医
局
行
事

1)

関
連
施
設
合
同
勉
強
会

関
連
施
設
を
含
め
た
合
同
勉

強
会
を
毎
月
開
催
、
外
国
人

を
含
め
た
研
究
者
に
よ
る
講

演
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

大
学
と
関
連
施
設
お
よ
び
関

連
施
設
間
の
情
報
交
換
の
場

と
し
て
も
大
い
に
活
用
し
て

い
ま
す
。

2)

研
究
発
表
会

研
究
発
表
会
は
、
例
年
４
月

に
開
催
さ
れ
る
日
本
泌
尿
器

科
学
会
総
会
の
直
前
に
「
予

行
」
も
兼
ね
て
行
い
、
関

連
施
設
か
ら
も
参
加
が
あ
り

ま
す
。
研
修
医
を
除
く
教
員
、

医
員
、
大
学
院
生
の
全
員
が

発
表
し
、
活
発
に
討
論
さ
れ

ま
す
。

3)

学
会
参
加

日
本
泌
尿
器
科
学
会
総
会

(

例
年
４
月
開
催)

、
日
本
泌

尿
器
科
学
会
中
部
総
会(

例

年
11
月)

、
日
本
泌
尿
器
内

視
鏡
学
会(

例
年
11
月)

お
よ

び
日
本
泌
尿
器
科
学
会
関
西

地
方
会(

年
３
回)

は
全
員
が

参
加
し
ま
す
。
研
修
医
の
先

生
に
は
関
西
地
方
会
で
発
表

し
、
学
会
発
表
や
論

文
作

成
を
学
習
し
て
い
た
だ
き
ま

す
。
他
に
癌
学
会
、
癌
治

療
学
会
、
不
妊
学
会
、
移

植
学
会

な
ど
サ
ブ
ス
ペ
シ
ャ

リ
テ
ィ
ー
の
学
会
に
は
、

各
研
究
グ
ル
ー
プ
レ
ベ
ル
で

参
加
し
て
い
ま
す
。

国
際

学
会
と
し
て
は
Ａ
Ｕ
Ａ(

ア

メ
リ
カ
泌
尿
器
科
学
会)

、

Ｓ
Ｉ
Ｕ(

世
界
泌
尿
器
科
学

会
議)

、

Ｅ
Ａ
Ｕ(

ヨ
ー
ロ
ッ

パ
泌
尿
器
科
学
会)

な
ど
の

ほ
か
、
サ
ブ
ス
ペ
シ
ャ
リ

テ
ィ
ー
の
国
際
学
会
に

も

各
研
究
グ
ル
ー
プ
レ
ベ
ル
で

参
加
し
て
い
ま
す
。

4)

医
局
旅
行
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン

毎
年
冬
に
医
局
旅
行
な
ど
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ

て
い
ま
す
。
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（
は
じ
め
に
）

神
戸
大
学
医
学
部
泌
尿
器

科
は
、
１
９
６
２
年
に
泌
尿

器
科
講
座
と
し
て
独
立
し
て

以
来
、
５
４
年
目
を
迎
え
る

歴
史
の
あ
る
教
室
で
す
。
現

在
の
大
学
医
局
員
は
、
２
０

０
５
年
４
月
に
就
任
さ
れ
た

藤
澤
正
人
教
授
含
め
、
３
０

名
（
う
ち
研
修
医
４
名
）

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
診
療
・
研
究
）

手
術
に
関
し
て
は
、
早
く

か
ら
腹
腔
鏡
手
術
に
取
り
組

み
、
特
に
、
２
０
１
０
年

度
に
は
関
西
地
区
で
最
も
早

くD
a
v
i
n
c
i

S

を
導
入
し
ロ

ボ
ッ
ト
支
援
前
立
腺
全
摘
除

術
を
、
さ
ら
に
２
０
１
１
年

度
か
ら
は
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
腹

腔
鏡
下
腎
部
分
切
除
術
を
も

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

膀
胱
全
摘
術
＋
新
膀
胱
造
設

術
あ
る
い
は
腎
移
植
術
な
ど

の
開
腹
手
術
も
豊
富
で
、
研

修
医
の
先
生
や
若
手
の
先
生

に
も
積
極
的
に
手
術
に
参
加

し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

基
礎
研
究
に
関
し
て
は
、
尿

路
性
器
悪
性
腫
瘍
、
ア
ン
ド

ロ
ロ
ジ
ー
、
腎
移
植
、
感

染
症
、
低
侵
襲
手
術
、
お

よ
び
排
尿
障
害
な
ど
多
岐
に

わ
た
り
、
研
究
成
果
を
臨
床

に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
で
き

る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

主
な
も
の
と
し
て
、
泌
尿
器

科
癌
に
お
け
る
分
子
生
物
学

研
究
、
前
立
腺
全
摘
除
術
に

お
け
る
機
能
温
存
、
精
巣
に

お
け
る
ス
ト
レ
ス
関
連
蛋
白
、

細
菌
の
薬
剤
耐
性
機
構
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の

成
果
に
つ
い
て
、
日
本
泌

尿
器
科
学
会
総
会
を
初
め
、

癌
学
会
、
癌
治
療
学
会
、

不
妊
学
会
、
化
学
療
法
学

会
、
さ
ら
に
は
、
国
際
学

会[

ア
メ
リ
カ
泌
尿
器
科
学

会
（
Ａ
Ｕ
Ａ
）,

ヨ
ー
ロ
ッ

パ
泌
尿
器
科
学
会
（
Ｅ
Ａ

Ｕ
）
な
ど]

で
積
極
的
に
発

表
し
て
い
ま
す
。

（
教
育
）

週
２
回
行
わ
れ
る
カ
ン

フ
ァ
レ
ン
ス
に
て
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
養

成
す
る
と
と
も
に
、
最
新

の
泌
尿
器
科
関
連
の
セ
ミ

ナ
ー
や
、
手
術
手
技
確
立

の
た
め
腹
腔
鏡
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
（
ロ
ボ
ッ
ト
手
術

も
含
む
）
を
定
期
的
に
開

催
し
、
研
修
医
の
先
生
の

み
な
ら
ず
中
堅
の
先
生
方

の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
向
上
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

（
リ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
）

だ
れ
か
ら
も
信
頼
さ
れ
る

泌
尿
器
科
医
と
し
て
、
日
々
、

診
療
・
研
究
に
励
ん
で
い
ま

す
が
、
毎
年
、
夏
は
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
、
冬
に
は
医
局

旅
行
を
催
し
、
教
授
と
も
ど

も
楽
し
く
和
や
か
な
時
を
過

ご
し
て
い
ま
す
。

（
研
修
医
の
一
言
）

『
泌
尿
器
科
腹
腔
鏡
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
参
加
し
て
』

神
戸
大
学
腎
泌
尿
器
科

専
攻
医

大
西
篤
史

こ
の
度
、
神
戸
大
学
お
よ

び
関
連
施
設
で
開
催
さ
れ
て

い
る
兵
庫
泌
尿
器
腹
腔
鏡
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
、

大
変
良
い
経
験
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
腹
腔
鏡

と
い
い
ま
す
と
、
低
侵
襲
、

術
後
早
期
回
復
な
ど
良
い
イ

メ
ー
ジ
が
あ
り
、
初
期
研

修
の
時
か
ら
「
い
つ
か
腹

腔
鏡
手
術
が
で
き
れ
ば
い
い

な
ぁ
」
と
漠
然
と
で
は
あ

り
ま
す
が
思
っ
て
い
ま
し

た
。
た
だ
、
普
段
の
臨
床

の
場
で
は
、
鉗
子
や
カ
メ

ラ
を
持
つ
こ
と
は
、
ほ
と

ん
ど
な
く
、
腹
腔
鏡
の
研

修
が
あ
る
と
聞
い
て
、
前
々

か
ら
大
変
楽
し
み
に
し
て
い

ま
し
た
。

当
日
は
、
豚
と
人
間
と
の

解
剖
学
的
違
い
や
研
修
内
容

の
確
認
な
ど
の
説
明
の
後
、

実
技
研
修
が
始
ま
り
ま
し
た
。

ま
ず
、
ポ
ー
ト
留
置
を
行

い
ま
す
が
、
こ
の
処
置
す

ら
手
が
出
ま
せ
ん
。
「
普

段
の
手
術
の
時
に
ち
ゃ
ん

と
見
て
お
け
ば
よ
か
っ
た

…
」
と
恥
ず
か
し
く
思
っ

て
い
ま
す
と
、
指
導
医
の

先
生
が
丁
寧
に
教
え
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
次
に
、
鉗

子
を
持
っ
て
の
剥
離
操
作
に

入
り
ま
し
た
。
最
初
は
慣
れ

な
い
操
作
で
し
た
が
、
先
生

方
の
熱
心
な
ご
指
導
も
あ
り
、

時
間
を
追
う
ご
と
に
ス
ム
ー

ズ
に
な
っ
て
行
く
の
が
自
分

で
も
わ
か
り
ま
し
た
。
周
囲

の
剥
離
、
血
管
系
の
処
理
を

経
て
、
な
ん
と
か
腎
臓
を
摘

出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

左
右
の
腎
臓
摘
出
を
終
え
る

と
、
皮
膚
縫
合
を
行
い
、

全
員
で
豚
に
黙
祷
を
捧
げ
、

実
技
研
修
は
終
了
と
な
り
ま

し
た
。

普
段
は
な
か
な
か
手
に
届

か
な
い
腹
腔
鏡
手
術
で
は
あ

り
ま
す
が
、
こ
の
貴
重
な
経

験
を
通
し
て
、
今
後
の
実
臨

床
で
も
少
し
見
え
方
が
変
わ
っ

て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
い
つ
の
日
か
腹
腔

鏡
認
定
医
に
な
れ
る
よ
う
精

進
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

No.1 April,2016 Next Uro-Generation JUA News Letter

6

神
戸
大
学



友
人
の
泌
尿
器
科
医
に
こ

ん
な
話
を
聞
い
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
「
泌
尿
器
科
に

入
局
す
る
こ
と
に
し
た
と
話

し
た
ら
、
両
親
に
『
ど
う

し
て
せ
っ
か
く
医
者
に
な
っ

た
の
に
、
わ
ざ
わ
ざ
そ
ん
な

性
病
や
性
機
能
ば
か
り
を
扱

う
診
療
科
に
進
む
の
か
』
と

言
わ
れ
た
。
」
や
は
り
、

世
間
一
般
に
は
泌
尿
器
科
は

い
ま
だ
に
そ
の
よ
う
な
イ
メ
ー

ジ
な
の
で
し
ょ
う
か
。
も

し
か
す
る
と
、
学
生
や
研
修

医
の
皆
さ
ん
の
中
に
も
そ
の

よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
抱
い
て

い
る
方
も
い
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

も
ち
ろ
ん
、
性
感
染
症
や
性

機
能
も
泌
尿
器
科
の
重
要
な

分
野
で
あ
る
こ
と
に
間
違
い

は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
す
が
、

泌
尿
器
科
は
副
腎
、
腎
、

尿
管
、
膀
胱
、
前
立
腺
、

精
巣
、
陰
茎
と
い
っ
た
多

岐
に
わ
た
る
臓
器
の
、
非
常

に
幅
広
い
疾
患
を
対
象
と
し

て
い
ま
す
。
悪
性
腫
瘍
、

尿
路
結
石
症
、
感
染
症
、

排
尿
機
能
、
腎
移
植
、
先

天
奇
形
な
ど
…

性
病
や
性

機
能
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

泌
尿
器
科
の
楽
し
さ
・
魅
力

と

い

え

ば

、

何

よ

り

「
自
己
完
結
型
の
診
療
」

と
い
う
一
言
に
つ
き
る
と
私

は
考
え
て
い
ま
す
。
「
患

者
の
症
状
か
ら
診
断
を
つ
け
、

重
症
度
を
評
価
し
、
治
療
方

針
を
決
定
し
、
必
要
に
応
じ

手
術
を
行
い
、
術
後
の
フ
ォ

ロ
ー
を
行
う
」
と
い
っ
た
、

一
連
の
診
療
の
流
れ
を
自
分

の
科
で
完
結
す
る
こ
と
が
で

き
る
の
は
、
非
常
に
大
き
な

魅
力
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
自
分
に
合
っ
た
診

療
ス
タ
イ
ル
を
選
択
で
き
る

点
も
大
き
な
魅
力
の
一
つ
で

す
。
手
術
が
好
き
な
先
生
は
、

非
常
に
多
岐
に
渡
る
手
術
を

経
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ロ
ボ
ッ
ト
手
術
、
腹
腔
鏡

手
術
、
開
腹
手
術
、
内
視

鏡
手
術
な
ど
、
近
年
の
泌
尿

器
科
手
術
の
進
歩
は
目
覚
ま

し
く
、
様
々
な
種
類
の
手
術

が
あ
り
、
実
際
の
手
術
手
技

は
と
て
も
バ
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
に
富
ん
で
い
ま
す
。
か
と

い
っ
て
、
手
術
が
あ
ま
り

得
意
で
は
な
い
先
生
や
結
婚
・

出
産
を
経
験
し
た
女
性
医
師

な
ど
、
積
極
的
に
手
術
参
加

し
づ
ら
い
医
師
に
と
っ
て
、

活
躍
の
場
が
な
い
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
近
年
の
高
齢

化
に
伴
い
、
排
尿
障
害
は
大

き
な
問
題
と
な
っ
て
お
り
ま

す
し
、
治
療
も
尿
流
動
態
学

的
な
評
価
を
科
学
的
に
行
な

い
、
内
服
薬
の
決
定
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

勃
起
不
全
な
ど
も
薬
物
療
法

が
主
体
と
な
り
ま
す
し
、
腎

移
植
患
者
の
管
理
な
ど
は
内

科
的
管
理
が
主
体
と
な
り
ま

す
の
で
、
手
術
が
で
き
な
け

れ
ば
つ
と
ま
ら
な
い
こ
と
は

全
く
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
の

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
あ
っ
た

診
療
ス
タ
イ
ル
を
選
択
す
る

こ
と
が
で
き
る
の
も
、
泌
尿

器
な
ら
で
は
の
魅
力
だ
と
思

い
ま
す
。

平
成
19
年
６
月
に
神
戸
大

学
泌
尿
器
科
学
教
室
よ
り
、

原
勲
教
授
が
４
代
目
教
授
と

し
て
就
任
さ
れ
、
現
在
の
教

室
体
制
と
な
っ
た
わ
け
で
す

が

、

当

教

室

の

魅

力

は

『
若
手
医
師
も
チ
ャ
ン
ス

が
得
ら
れ
る
環
境
』
と
、

何
よ
り
『
教
授
か
ら
若
手
医

師
ま
で
非
常
に
仲
の
良
い
医

局
』
で
あ
る
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。

２
０
１
６
年
４
月
現
在
、

当
教
室
の
医
師
は
原
教
授
を

含
め
12
名
で
あ
り
、
そ
の
半

数
が
卒
後
10
年
目
に
満
た
な

い
若
手
医
師
で
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。
若
手
医
師
中
心
の

医
局
で
は
あ
り
ま
す
が
、
Ｄ

ａ

Ｖ
ｉ
ｎ
ｃ
ｉ
を
用
い
た

ロ
ボ
ッ
ト
手
術
や
腹
腔
鏡
手

術
、

腎
移
植
手
術
も
含
め
た
多
種

多
様
な
手
術
に
加
え
、
外
来
・

病
棟
業
務
、
学
会
活
動
や
論

文
執
筆
な
ど
、
様
々
な
業
務

を
幅
広
く
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
若
手
医
師
が
得

ら
れ
る
チ
ャ
ン
ス
も
非
常
に

多
く
、
研
修
医
の
先
生
に
も

積
極
的
に
手
術
に
参
加
し
て

も
ら
っ
た
り
、
定
型
的
な

手
術
で
あ
れ
ば
若
手
医
師
が

手
術
執
刀
医
を
務
め
た
り
す

る
こ
と
も
少
な
く
な
く
、
ま

た
、
早
い
時
期
か
ら
外
来
診

療
に
従
事
す
る
こ
と
も
可
能

で
す
。
私
も
、
現
在
卒
後

７
年
目
で
あ
り
、
泌
尿
器
科

医
師
と
し
て
は
ま
だ
ま
だ
未

熟
で
す
が
、
後
輩
医
師
と
共

に
尿
路
結
石
や
膀
胱
腫
瘍
の

内
視
鏡
手
術
を
行
っ
た
り
、

先
輩
医
師
の
指
導
の
も
と
開

腹
手
術
や
腹
腔
鏡
手
術
の
執

刀
を
行
っ
た
り
し
な
が
ら
、

毎
週
外
来
診
察
も
行
っ
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
臨
床
の

み
な
ら
ず
、
学
会
活
動
に
も

積
極
的
に
参
加
で
き
、
論
文

執
筆
や
基
礎
研
究
に
つ
い
て

も
上
級
医
師
か
ら
熱
心
な
指

導
を
受
け
る
こ
と
が
可
能
で

す
。
研
究
に
関
し
て
右
も
左

も
分
か
ら
な
い
状
態
だ
っ
た

私
も
、
先
輩
の
先
生
方
の
指

導
の
お
か
け
で
最
近
は
研
究

を
行
う
こ
と
の
重
要
性
を
認

識
す
る
と
共
に
、
そ
の
楽
し

さ
も
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
努
力
す
れ
ば
す
る
ほ
ど

『
若
手
医
師
も
チ
ャ
ン
ス

が
得
ら
れ
る
環
境
』
で
あ
る

こ
と
は
、
学
生
や
研
修
医
の

皆
さ
ん
に
と
っ
て
も
大
き
な

魅
力
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

ま
た
『
教
授
か
ら
若
手
医

師
ま
で
非
常
に
仲
の
良
い
医

局
』
で
あ
る
こ
と
も
大
き
な

魅
力
の
１
つ
で
す
。
他
大
学

と
比
較
す
る
と
や
や
小
規
模

な
教
室
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

原
教
授
を
中
心
と
し
た
団
結

力
は
他
施
設
に
は
負
け
な
い

自
信
が
あ
り
ま
す
。
飲
み
会

で
は
い
つ
も
原
教
授
の
周
囲

が
楽
し
く
盛
り
上
が
る
こ
と

か
ら
も
、
当
教
室
の
魅
力
を

感
じ
て
頂
け
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
花
見
や
医

局
旅
行
と
い
っ
た
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
行
事
も
あ
り
、
本

当
に
仲
の
良
い
医
局
で
す
。

高
齢
化
社
会
が
進
み
、
泌

尿
器
科
の
ニ
ー
ズ
は
増
え
る

一
方
で
す
。
特
に
和
歌
山
で

は
、
他
の
科
に
比
べ
て
も
泌

尿
器
科
医
師
は
ま
だ
ま
だ
不

足
し
て
お
り
、
逆
に
多
く
の

チ
ャ
ン
ス
が
得
ら
れ
る
環
境

に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
の

記
事
を
読
ん
で
、
学
生
や
研

修
医
の
皆
さ
ん
に
少
し
で
も

泌
尿
器
科
に
興
味
を
持
っ
て

頂
き
、
当
教
室
で
共
に
切
磋

琢
磨
で
き
る
日
が
来
る
こ
と

を
心
よ
り
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。
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初
め
ま
し
て
、
私
は
大
阪

医
科
大
学
附
属
病
院
で
研
修

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
泌
尿
器
科
で
は
上
級
医

の
先
生
に
指
導
し
て
い
た
だ

き
な
が
ら
様
々
な
こ
と
に
挑

戦
さ
せ
て
下
さ
い
ま
す
。

泌
尿
器
科
は
腎
移
植
、
腎
摘

な
ど
の
大
き
い
手
術
も
あ
り

な
が
ら
Ｔ
Ｕ
Ｒ-

Ｂ
ｔ
や
高

位
精
巣
切
除
術
な
ど
短
時
間

で
終
わ
る
手
術
ま
で
バ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
が
豊
か
で
す
。
ま

た
感
染
症
や
化
学
療
法
も
扱

い
内
科
的
な
治
療
も
行
い
ま

す
、
最
初
か
ら
最
後
ま
で
一

貫
し
て
泌
尿
器
科
で
診
る
こ

と
も
多
く
患
者
さ
ん
の
た
め

に
責
任
と
や
り
が
い
を
感
じ

ら
れ
ま
す
。
せ
っ
か
く
医

師
と
い
う
職
業
に
就
け
た
の

だ
か
ら
、
手
術
も
し
た
い
内

科
も
し
た
い
！
と
い
う
贅
沢

な
願
い
を
満
た
し
て
く
れ
る

科
で
す
。
ロ
ボ
ッ
ト
手
術

や
移
植
と
い
っ
た
先
端
医
療

に
携
わ
れ
る
点
も
夢
を
持
て

ま
す
。

ア
ン
テ
リ
オ
社
に
よ
る
２

０
１
２
年
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に

よ
る
と
泌
尿
器
科
の
先
生
が

泌
尿
器
科
を
選
ん
だ
理
由
の

一
位
は

『
今
後
、
重
要
性
が
増
し

て
く
る
診
療
科
だ
っ
た
の
で
』

ま
た
、

『
医
師
の
不
足
し
て
い
る
分

野
だ
か
ら
』

と
い
う
理
由
も
挙
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。
超
高
齢
社
会
に
伴

い
排
尿
障
害
な
ど
症
状
の
増

加
や
男
性
悪
性
新
腫
瘍
の
一

位
と
な
る
こ
と
が
確
実
視
さ

れ
て
い
る
前
立
腺
癌
。
陰
部

を
扱
う
科
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

が
あ
り
避
け
ら
れ
て
い
る
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
将
来
性

の
あ
る
や
り
が
い
の
あ
る
科

だ
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
入
局
し
て
か
ら

の
生
活
が
楽
し
み
で
す

今
年
度
よ
り
近
畿
大
学
泌

尿
器
科
に
入
局
し
ま
し
た
高

橋
で
す
。
今
は
大
学
病
院
で

の
勤
務
で
、
多
数
の
手
術
症

例
を
中
心
に
泌
尿
器
科
の
若

手
と
し
て
日
々
勉
強
に
励
ん

で
お
り
ま
す
。
さ
て
、
世

間
一
般
の
方
々
や
医
学
生
で

さ
え
、
泌
尿
器
科
に
つ
い
て

は
、
尿
の
ト
ラ
ブ
ル
や
性
病

な
ど
を
扱
う
科
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
が
強
い
の
で
は
な
い
の
で

し
ょ
う
か
。
実
際
に
働
い

て
み
る
と
全
く
の
別
物
で
す
。

そ
れ
ら
は
泌
尿
器
科
の
一
部

の
分
野
に
過
ぎ
ず
、
や
は
り

外
科
系
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

癌
、
手
術
の
ウ
ェ
イ
ト
が

高
い
科
と
い
え
ま
す
。
ま
た
、

泌
尿
器
科
は
診
断
か
ら
治
療

ま
で
が
ほ
ぼ
１
つ
の
科
で
完

結
し
、
そ
の
た
め
検
査
や
手

術
が
メ
イ
ン
と
い
っ
た
性
格

を
持
ち
、
ま
た
そ
の
種
類
も

豊
富
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

例
え
ば
、
従
来
の
開
腹
手
術
、

腹
腔
鏡
手
術
に
加
え
ロ
ボ
ッ

ト
手
術
、
泌
尿
器
科
特
有
の

経
尿
道
的
手
術
な
ど
、

挙

げ
れ
ば
キ
リ
が
あ
り
ま
せ
ん
。

他
に
も
排
尿
障
害
領
域
、
特

に
近
年
で
は
女
性
泌
尿
器
科

領
域
（
ウ
ロ
ギ
ネ
コ
ロ
ジ
ー
：

泌
尿
器
科
と
婦
人
科
に
ま
た

が
る
領
域
で
、
女
性
特
有
の

骨
盤
底
機
能
に
か
か
わ
る
排

尿
障
害
疾
患
を
扱
う
）
の
患

者
さ
ん
か
ら
の
需
要
が
高
く
、

決
し
て
男
性
だ
け
の
科
で
は

あ
り
ま
せ
ん
（
医
師
も
患
者

群
も
）
さ
ら
に
、
数
年
後

に
男
性
癌
で
最
も
多
く
な
る

前
立
腺
癌
を
中
心
と
し
て
、

手
術
の
他
に
も
化
学
療
法
、

緩
和
医
療
ま
で
様
々
な
ス
キ

ル
が
身
に
着
け
ら
れ
ま
す
。

つ
ま
り
、
患
者
さ
ん
を
、

診
察
か
ら
診
断
、
治
療
、

場
合
に
よ
っ
て
は
手
術
～

術
後
、
緩
和
医
療
ま
で
全
て

の
面
に
お
い
て
向
き
合
う
こ

と
の
で
き
る
、
非
常
に
や
り

が
い
の
あ
る
専
門
科
と
い
え

る
で
し
ょ
う
。

こ
れ
か
ら
も
高
齢
化
に
伴

い
さ
ら
に
患
者
数
と
需
要
の

増
す
泌
尿
器
科
。
そ
し
て
新

た
な
手
術
方
法
、
新
薬
の
登

場
で
ま
す
ま
す
我
々
の
果
た

す
役
割
は
大
き
く
な
る
で
し
ょ

う
。
そ
ん
な
泌
尿
器
科
で
や

り
が
い
と
喜
び
を
感
じ
な
が

ら
働
い
て
い
き
ま
せ
ん
か
？
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